
１ 計画の位置づけ

◆子ども・子育て支援法に基づく「市町村子ども・子育て支援事業計画」

◆次世代育成支援対策推進法に基づく「市町村行動計画」

２つを兼ねた計画で、「第五次箕面市総合計画」を上位計画とする、箕面市の

子ども・子育て支援分野の個別計画となります。

２ 計画の期間

平成２７年度(2015 年度)から平成３１年度(2019 年度)までの５年間

３ 計画の策定体制

本計画の策定にあたっては、市民の代表、学識経験者、関係行政機関の職員

等からなる「箕面市子ども育成推進協議会子ども・子育て支援新制度部会」を

設置し、さまざまな意見をいただきながら現状や課題の検討を行いました。

また、平成２５年(2013 年)１２月６日から同年１２月２３日にかけて就学

前児童（０～５歳）及び就学児童（小学生）を持つ保護者 4,000 名を対象と

して、「箕面市子ども・子育て支援に関するアンケート調査」を実施しました。

４ 計画の構成

第１章 計画策定にあたって

第２章 箕面市の子どもと子育てをとりまく状況

第３章 計画の基本理念と施策の基本方向

第４章 施策の展開

第５章 計画の推進体制

５ アンケート調査結果

◆回 収 率：就学前児童（０～５歳）62.1％、就学児童（小学生）62.3％

◆調査項目：住まいの地域、家族の状況、保護者の就労状況、子育てサービスな

どの利用状況、子どもが病気になったときの対応、子どもの生活習

慣、子育てを支援する生活環境の整備や子どもの安全の確保など
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６ 施策体系図（基本理念・４つの基本目標・８つの施策項目）

１ 家庭・地域における子育て・親育ちへの支援
２ ゆとりをもって子育てができる生活環境づくり
３ 子どもの健康づくり
４ 発達上支援を必要とする子どもの支援
５ 情報、相談体制の整備
６ 教育コミュニティの形成
７ 人権文化の推進

１ サービス提供区域
２ 就学前保育・教育サービスの提供量
３ 地域子ども・子育て支援事業の提供量
４ 就学前子育て・保育・教育の充実

１ 男女協働参画への取り組み
２ 子育てと仕事の両立支援
３ 子どもの貧困対策の推進

１ 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実
２ 子どもの自由な遊び場づくり
３ 放課後子ども総合プランの推進

１ 子どもの自然・文化・スポーツ活動の推進
２ 子どもの社会体験・活動の推進
３ 子どもの社会参加の促進
４ 青少年団体、青少年関係団体の活動支援
５ 子どもの読書活動の推進

１ 学校教育の充実
２ 地域に開かれた学校づくり
３ 心の教育の充実
４ 人権教育の推進
５ 次代の親の育成

１ 自立への支援
２ 問題行動の予防と早期発見・早期対応
３ 非行防止・安全確保に向けた市民運動の推進

１ 地域における生涯学習・交流の促進
２ 地域福祉活動における多世代交流の促進

～子どもが幸福に暮らせるまちづくりをめざして～

■ 子どもが明るくのびのび育つまちづくり ■ 子どもが輝くまちづくり

■ 大人と子どもの協働によるまちづくり ■ 安心して子育てができるまちづくり

家庭における子育て環境の見直しと地域における子育て環境の整備１

保育サービスの量的・質的充実２

子育て世代に対する労働環境の整備３

子どもの遊び場づくり４

子どもの文化的・社会的活動の支援５

教育の充実と開かれた学校づくり６

健全育成と自立支援７

世代をつなぐ生涯学習・交流の促進８
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７ 子ども・子育て支援事業計画

子ども・子育て支援事業計画とは、平成２７年度(2015 年度)から平成３１

年度(2019 年度)までの５年間における就学前保育・教育及び子育て支援サー

ビスの提供量を定める計画です。

国の指針では、５年間のサービス提供量を定めるに当たっては、各年度当初

におけるサービスの必要量を見込み、その見込量が既存のサービス提供量で不

足する場合に、施設などの整備を計画します。

本市は、就学前児童数も保育所・幼稚園児童数も増え続けており、保育所整

備を毎年行ってきましたが、保育所の待機児童が解消しない状況にあります。

そのため、国の指針による必要量に留まらず、年度当初から年度末まで、保育

を必要とする子どもが保育所等へ入所できるようにするため、保育定員を 485

人分増やすこととし、保育所等を可能な限り早期に整備します。

保育所以外のサービスでも、学童保育など今後５年間で不足が見込まれるサ

ービスは、必要に応じて増やしていきます。

８ 計画の推進体制

進行管理にあたっては、市民の代表、学識経験者、関係行政機関の職員等から

なる「箕面市子ども・子育て会議」において意見を聞くものとします。


